
              

魚種（海域）：ニシン（道北日本海～オホーツク海海域・主に北海道・サハリン系群） 

担当水試：稚内水産試験場 

 

要約表                                    

評価年の基準 

（2013 年度） 
資源評価方法 

2013 年度の 

資源状態 

2013～2014 年度 

の資源動向 

2013 年 1月1日 

～2013 年 12月 31日 
漁獲量 低水準 不明 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

1．漁業                                 

(1) 漁業の概要 

主に沖合底びき網（以下，沖底と称す），刺し網で漁獲される。底建網，小定置網等の

定置網類やえびこぎ網でも漁獲されるが，混獲程度と考えられる。 

・沖底漁業 

 日本海側では9～翌3月頃に島周辺（天売・焼尻）～雄冬沖で，10～翌2月頃に利礼周辺～

稚内ノース場で漁獲が多く，漁場水深は100～200ｍである。両漁場とも，成魚で産卵前の

索餌群もしくは越冬群と思われるニシンが漁獲される。 

 オホーツク海側では稚内イース場～大和堆南部で漁獲が多い。漁場水深は100～200ｍで

周年漁獲される。例年6～8月の漁獲は少ないが, 1986，1991，1995，2005年のように6～

8月にも多く漁獲されることもある。1～3月頃は流氷の接岸状況で漁場が制限される。漁獲

物は成魚と未成魚が混在し，また漁場や時期によりその比率は異なるなど, 不確定な要素が

多い。 

・沿岸漁業 

 日本海沿岸では1～5月頃に利尻・礼文島周辺と天塩・遠別を除く石狩湾以北沿岸域（水

深10ｍ以浅）で主に刺し網によって産卵群が漁獲される。また，10～翌2月頃には礼文島東

岸で刺し網によって成魚の索餌群もしくは越冬群と思われるニシンが漁獲される。漁場水

深は100～130ｍである。刺し網の目合いは稚内～石狩・後志では平成16年共同漁業権行使

規則で1寸7分以上を使用することとなったが，このうち 1寸8分～2寸2分の網が使用される

場合が多い。 

 オホーツク海では4，5月にサロマ湖，能取湖，藻琴湖，濤沸湖内や，北見～斜里の沿岸

で産卵群が漁獲される。4，5月に枝幸の沖刺し網が水深100～130ｍで漁獲する。沖刺し網

の漁獲物は成魚と一部未成魚で，成魚は産卵前の索餌群もしくは越冬群である。6，7月に

は刺し網や小定置網などで漁獲される場合もある（1984～1986年，1991年など）。 

 北海道周辺の日本海およびオホーツク海では主に北海道・サハリン系群，テルペニア系

群，石狩湾系群の3つの系群が知られている1)。また，オホーツク海沿岸域には湖沼性ニシ

ンも知られている。北海道・サハリン系群はサハリン南部からオホーツク海の網走湾，日
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本海の石狩湾に至る水深200m以浅に分布するが，1955年以降はその分布域はほぼサハリン

南部海域に縮小した。産卵場はサハリン南西岸，石狩湾以北の日本海沿岸，雄武以北のオ

ホーツク海沿岸に形成される。しかし，現在の産卵場はサハリン南西岸が中心で非常に小

規模なものと考えられる。テルペニア系群は，サハリン南部海域から日本海の石狩湾海域，

オホーツク海，根室海峡や釧路沖，根室沖まで分布する。産卵場はアニワ湾沿岸，日本海

の稚内，天塩，留萌，石狩の沿岸域とされる2)。1980年代初期における北海道・サハリン系

群, テルペニア系群の分布域, 産卵場を図1に示した。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

沖合底びき網漁業では，体長（ふん端から尾びれの岐点までの長さ）22 ㎝未満のニシンがニシ

ンの総漁獲尾数の 10 分の 1 を超えてはならず，超える場合には直ちに操業を中止し，他の場所

に移動しなければならない制限を設けている（北海道区のうちオホーツク海および日本海を操業

区域とする許可の「制限又は条件」）。また，沿岸漁業では，漁業権行使規則等で操業期間，漁

具の制限等を定めている。 

 

２．評価方法とデータ 

 漁獲量の経年推移から資源状態を評価した。系群ごとの漁獲量は推定できていないが，

近年の漁獲統計については，石狩湾系群の産卵群とみなせる期間・エリア・漁法を区別し

て集計した(表1資料参照)。 

① すべての系群を含めた長期的な漁獲量の変動傾向を示すため，以下に示す資料から188

7～2013年の漁獲量を集計した(図2)。 

・統計資料：1887～1951年までの漁獲量は石田(1952)3)。1952～1984年は北海道水産現

勢による漁獲量（現勢の小ニシン，夏ニシンを含む）。1985～2012年は漁業生産高報告，

2013年については水試集計速報値。 

 ・集計期間： 1～12月 

 ・集計エリア：オホーツク（旧網走），宗谷，留萌，石狩，後志の各振興局（支庁） 

② 1980年から2013年までの石狩湾系産卵群の漁獲量を除いた年間・年別漁獲量を，以下

の方法で集計した(図3, 表1)。 

・統計資料：沿岸漁獲量については1980～1984年は水試資料,1985～2012年は漁業生産

高報告, 2013年は水試集計速報値を用いて集計し, 石狩湾系産卵群の漁獲量を差し引い

て算出した。沖底漁獲量については北海道沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計（沖底統計）

を用いて集計し, 1995年以降は石狩湾系産卵群を差し引いて算出した。 

 ・集計期間： 1～12月 

 ・集計エリア：沿岸漁業では, 漁業生産高報告のオホーツク～宗谷～後志振興局。沖底漁

業では, 沖底統計の中海区北海道日本海，オコック沿岸 
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３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

 すべての系群を含めたニシンの漁獲量は，1897年までは増加傾向を示し，1897年に過去

最高の75万トン（全道では97万トン）を記録した（図2）。しかし，その後大きく変動を繰

り返しながら，減少し続け，沿岸での漁獲は石狩湾では1954年，留萌以北でも1958年を最

後に，ほとんど皆無となった。1950年代以前に沿岸で漁獲されていたニシンは，北海道・

サハリン系群（春ニシン）であった。1957年から北海道近海の北部日本海やオホーツク海

沖合域において産卵前のニシンを対象に刺し網漁が始まった。その後，底びき網が加わり，

1964年にはサハリン西岸域に漁場を拡大し，さらに1966年からはオホーツク海北部でも刺

し網漁業が行われるようになった。なお，ベーリング海西部オリュートル海域で母船式底

びき網漁業や刺し網漁業により1960～1967年の間には，1万～3万トンの漁獲があった。図

2に示した漁獲量にはこれらの水域の漁獲量も一部含まれている。しかし，1977年にソ連（当

時）の200海里専管水域設定により，日本水域外でのニシン漁業は消滅し，その後の日本水

域内のニシン漁獲は，1977年から1981年までは，5千トンから1万2千トン程度で推移した。

1950年代後半以降に漁獲されている北海道北部日本水域内のニシンは主に北海道・サハリ

ン系群とテルペニア系群が考えられるが，いずれの系群がどの場所でどれくらいの規模で

漁獲されていたかは良くわかっていない。 

近年，石狩湾系群の漁獲量の増大が認められるようになったため，1980年以降について，

日本海の沿岸漁獲量および沖底漁獲量から石狩湾系産卵群の漁獲量を差し引いた漁獲量

（表1）の経年推移（石狩湾系群の索餌群の漁獲量は一部含まれる）と推定された主要な系

群を図3に示した。1982年の漁獲量は，それまでの1万トン前後から2万トンに増加した。

この年の漁獲物の特徴はあまり明らかではないが，テルペニア系群が主体であったとみら

れる。その後，1985年ごろから北海道・サハリン系群の比較的豊度の高い1983年級が出現

し，漁獲量は1985年が8千6百トン，1986年には7万2千トンにまで増加した。1983年級群

は1987年まで漁獲されたが，1988年以降はほとんど漁獲対象とならなくなった。その後現

在に至るまで，1983年級に匹敵する高い豊度の年級は出現していない。 

1991年に北海道・サハリン系群の1988年級が主体となり，オホーツク海で1万2千トンの

漁獲があった。しかし，1992年以降，2004年までは北海道・サハリン系群が減少してテル

ペニア系群が漁獲の中心であったとみられ，漁獲量は1千～4千トン程度の低いレベルで推

移した。2005年においては，夏季の沖底によるオホーツク海雄武沖，枝幸沖での増加によ

り総漁獲量は約8千トンとなった。この時，漁獲されたニシンの多くは，成長や脊椎骨数か

ら推定して，北海道・サハリン系群であった可能性が高い。翌2006年の漁獲量は2千7百ト

ンに減少，2007年に約5千トンまで増加したが，2008年以降は1千トン台で推移している。 

評価年の2013年の当該ニシンの総漁獲量は1,716トンで, 前年比0.77に減少した。2012

年はオホーツク海の沿岸における漁獲量が1,519トンと前年比8.08に増加したが, 2013年

は264トンと減少し, 資源状態が低位になって以降のごく平均的な値におさまった。日本海
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の沿岸および沖底漁獲量は66トン, 145トンであり, 資源状態としては非常に低位の状態が

続いている。  

評価年は, 本資源がごく低水準となって以降の平均的な漁獲量となっており, 資源回復

の顕著な傾向は見られていない。しかしながら，本資源は急激に増加, 減少することもある

ことから, 漁獲の動向は注視しておく必要がある。 

評価年にオホーツク海で得られた漁獲物の生物標本を見てみると, 大和堆西縁で漁獲さ

れ紋別港に陸揚げされた沖合底びき網の漁獲物，および同じく大和堆西縁で漁獲され枝幸

港に陸揚げされた漁獲物は, 平均脊椎骨数, 成熟度から複数系群との混合が推定され, 系群

の判別にはいたっていない。また, 同じ大和堆西縁で漁獲され漁獲日が6日程度異なるだけ

にも関わらず, 両漁獲物の性質には差が見られることから, 当該海域周辺では各系群の大

型群, 小型群がさまざま入り混じって来遊しているものと推定された。 

 

(2) 現在（評価年）までの資源状態 

前項のニシン漁獲量の長期変動で明らかなように，北海道北部海域でかつての「春ニシ

ン」のような数十万トン単位でニシンが漁獲されるには, 北海道・サハリン系群の資源状態

が豊富であるかが重要な要素となる。長期的な漁獲量変動をみると，北海道・サハリン系

群がほとんど漁獲されなくなった1950年代後半以降，ニシンの漁獲量はごく低位の状態で

推移している。200海里体制に伴い, 漁場が日本水域内に限られて以降は, 漁獲量が1万トン

に満たない年が多く, 特に近年は1千トン前後しか漁獲されないことも少なくない。1986年

のように, 高豊度年級群の出現などの要因で, 数万トン程度まで漁獲が伸びることもある

が, 長期的にはごく低位の資源状態における変動の範囲である。 

 

(3) 評価年の資源水準：低水準 

 長期的には当該海域のニシンの漁獲量はごく低いレベルであるが, その中での動向を把

握し, 資源の維持と変動の兆候をとらえるため, 1982年以降の漁獲量を用いて現在の資源

水準を検討した。1982年から2011年までの30年間の漁獲量の平均値を100として標準化し，

資源水準指数が100±40の範囲を中水準，その上下をそれぞれ高水準・低水準とした（図4）。

 1982年以降, 1986年，1987年，1991年と高水準の年が見られたが，1992年以降は, 中水

準だった2005年と2007年を除き低水準で推移している。評価年2013年の資源水準指数は2

5であり，低水準と判断される。 

 

(4) 今後の資源動向：不明 

 道北日本海～オホーツク海海域における近年（2000年以降）の漁獲量は，2005年を除き，

1～5千トン前後で推移している。当海域において数十万トン単位でニシンが漁獲されるよ

うになるには, 北海道・サハリン系群の資源状態が大幅に改善する必要がある。しかし, 漁

獲量から判断して, 北海道･サハリン系群の資源は過去最低のレベルにあると考えられ，数
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万トン単位でコンスタントに漁獲されるといった回復の兆候も見られていない。前項に示

した1982年から2011年までの30年間を基準とした資源水準が中水準, 高水準であっても, 

それが直ちにかつてのような数十万トン単位での漁獲に結びつくかは不明である。 

また, 現在当該海域のニシンが主に漁獲される沖底漁業において, ニシンは必ずしも商

用価値が高いというわけではないことから, 仮に中位水準程度の, 数千トンレベルで漁獲

されうる資源量があっても, 他魚種の漁獲動向によっては漁獲されないというケースも考

えられる。系群ごとの漁獲量の推定もできておらず，短期的な今後の資源動向は不明であ

る。 
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図1 1980年代初期における北海道周辺の日本海及びオホーツク海に分布する北海道・
サハリン系群およびテルペニア系群の分布域（高柳(2006)から改変引用）

北海道・サハリン系群 テルペニア系群

産卵場

成魚の分布域

1955年

以降

図3 1980年以降の道北日本海～オホーツク海海域のニシン漁獲量（石狩湾系産卵群を除く）の推移
（資料：表１に基づき作図， 吹き出し内の系群名は，漁獲の主体と推定された系群（本文3-(1)参照））

図2 道北日本海～オホーツク海海域の全系群を含めたニシン漁獲量の長期変動
（資料は，本文「2. 評価方法とデータ ①」参照）
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図4 道北日本海～オホーツク海海域のニシンの資源水準

（資源状態を示す指標：漁獲量，表1の石狩湾系産卵群を除いた漁獲量を用いた。）
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生態表  魚種名：ニシン  海域名：道北日本海～オホーツク海海域 

（主に北海道・サハリン系群）  
    

 

図 ニシン（道北日本海～オホーツク海海域）の分布図 

＊北海道・サハリン系群，テルペニア系群，湖沼性ニシンの分布を示す。 

 

１．分布・回遊 

サハリン南部からオホーツク海の網走湾，日本海では石狩湾にいたる水深 200ｍ以浅の海域に分

布する。北海道・サハリン系群は幼魚～未成魚期には主にオホーツク海で生活し，成魚になると日

本海に移動，以後日本海にとどまる。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：５月１日）：北海道・サハリン系群 

    (５～６月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

尾叉長(cm) 10 17 22 25 27

体重(g)     116 169 190

(１～２歳はピスクーノフ１)より， 

３～５歳は1983年級群の稚内水試測定資料）  

 

３．成熟年齢・成熟体長：北海道・サハリン系群 

・オス：尾叉長23cm以上，４歳で半分以上の個体が成熟する。 

・メス：尾叉長23cm以上，４歳で半分以上の個体が成熟する。 

  （1983年級群の稚内水試測定資料）  

 

４．産卵期・産卵場：北海道・サハリン系群 

・産卵期：３月下旬～５月上旬である。 

・産卵場：サハリン南西岸，石狩湾以北の日本海沿岸および雄武以北のオホーツク海沿岸である。 

現在の中心はサハリン域であるが，非常に小規模である。 

 

５．その他 

 この海域には北海道・サハリン系群の他にテルペニア系群，石狩湾系群，湖沼性ニシンなど 

が分布しており，資源構造が複雑である。これらの系群を脊椎骨数や鱗の輪紋パターンによっ 

て判別しているが判別が難しい場合が多い。 
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